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主な公共施設 建築年（経過年） 床面積（構造） 備 考

芋井支所
昭和53年（38年）

313㎡（鉄骨造） JAから借地
耐震診断未実施芋井農村環境改善センター 536㎡（鉄骨造2階）

芋井公民館 平成2年（26年） 636㎡（鉄骨造2階）

芋井保育園 昭和59年（32年） 392㎡（鉄骨造）

芋井地区の公共施設 （支所・学校周辺）

芋井児童センター 昭和46年（45年） 300㎡（木造）

芋井社会体育館 昭和62年（29年） 561㎡（鉄骨造2階）

旧芋井中学校・北校舎 昭和43年（48年） 828㎡（鉄筋C造2階） 閉校、耐震性なし

〃 南校舎 昭和53年（38年） 946㎡（鉄骨造2階） 閉校

〃 体育館 昭和46年（45年） 552㎡（鉄骨造2階） 閉校

芋井小学校・校舎 昭和52年（39年） 1,708㎡（鉄骨造3階） H25耐震化

〃 体育館・特別教室棟 平成3年（25年） 1,230㎡（鉄骨造2階）

芋井小学校第一分校・校舎 平成8年（20年） 964㎡（木造2階） 休校

〃 体育館 昭和60年（31年） 421㎡（鉄骨造） 休校

芋井消防分団詰所 平成2年（26年） 62㎡（木造） 基礎に傷み

芋井校長用住宅 昭和49年（42年） 93㎡
（ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造2階）

解体予定

平均34.57年経過



芋井小学校周辺施設位置図
（一次評価＝老朽化度＋保全度・利用度＋運用費用度）

郵便局 ＪＡ人口総数 少多 駐在所

今後も保有すべき施設として維持管理する

用途変更や統廃合で有効活用を検討する

更新だけでなく機能移転や統廃合で総量縮減

用途廃止を前提に除却・売却を検討する

＊小学校から半径1kmの円を破線で示してい
ます。
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